
 

国内ミッション・スタディ・ツアーin 北海道 
雪国で礼拝を捧げる「教会」に出会う（第１信） 

 

 

主イエス・キリストの御名を賛美します。 

全国の教会・伝道所の日々の宣教活動をおぼえて、主に感謝します。 

このたび、五島（長崎県）にて開催された昨年度の「国内ミッション・スタディ・ツアー」の第２弾として、「北海道」、

しかも雪深い「２月の小樽」での開催を企画いたしましたので、ご案内いたします。 

この「国内ミッション・スタディ・ツアー」は、それぞれの地域の宣教課題を担う教会とそこに集うクリスチャンの姿

に出会うことで、恵みと励まし、そして祈りの課題を共有し、協力伝道の業を深める機会となることを願って始まりまし

＜ツアーの⽬的＞ 
 

１）祈りと宣教課題を分かち合うこと 
  ・教会の⽅々との交流を通して、雪国に⽴つ教会、都市部へと教会

員を送り出していく教会の苦労と喜びにふれる。 

  ・⼩樽の歴史や⾃然、また地域の豊かさと抱える課題を知り、祈り

合う関係を作る。 

２）証しを分かち合うこと 
  ・⼩樽教会の礼拝に共に参与する。 

・北海道の教会の⽅々の教会⽣活にかける思い、岩波久⼀先⽣の 

伝道者としての献⾝の姿を分かち合う。 

３）これからの伝道について考え、話し合い、祈ること 
  ・⼩樽教会の宣教課題、参加者それぞれの教会の宣教課題を分かち

合うことを通して、これからの⽇本の伝道について共に考え、話

し合い、祈る。 
 

 

ぜひ、もうひとつの教会に出会う旅をしませんか？

みなさんのご参加をお待ちしています！ 

＜ツアーのご案内＞ 

⽇本バプテスト連盟 宣教部 国内伝道室 〒336-0017 埼⽟県さいたま市南区南浦和１－２－４ 

電話 ０４８－８８３－１０９１／FAX ０４８－８８３－１０９２ 

ご参加ください！ 特に、北国での教会⽣活の経験がない⽅、ぜひ！ 

＊プログラムの詳細と申し込み⽤紙は、第２信（９⽉下旬発送予定）でお送りします。 

た。とりわけ地方の教会は、送り出す教会としての喜びと苦悩の中にあり、時に孤独にあえ

ぎながら福音宣教の使命に取り組んでいます。その姿に触れていただくことから、そこに示

される祈りの課題を持ち帰っていただいて、それぞれの宣教課題としていただくとともに、

協力伝道の基盤の確認としたいと願っています。連盟宣教部としてはそのようなことから始

めて、「協力関係の醸成への取り組み（2011-2020 中長期活動計画大綱）」や「地域協働」「教

会復興」のあり方を探っていき、伝道施策の検討に生かしていきたいと考えています。 

ぜひ皆様の教会から参加者を派遣してくださいますようお願いします。皆様のお祈りと、

参加申し込みを心からお待ちしております。 

 

⽇ 時：２０１６年２⽉１９⽇（⾦）〜２１⽇（⽇）

参加者：⽇本バプテスト連盟加盟教会に所属する 

１８歳以上の教会員 
＊全⽇程参加できる⽅、教会の推薦を受けることができる⽅

参加費：１５，０００円（現地での宿泊⾷事込み） 
＊交通費は各⾃⼿配（３万円を超える分は補助があります）

定 員：１０名 
＊定員になり次第締め切ります。（最少催⾏⼈数４名） 

協⼒・同⾏：⽥代仁 地区宣教主事（苫⼩牧教会牧師） 

協⼒・同⾏：⾼橋秀⼆郎 地区宣教主事（筑波教会牧師）

訪問先：⼩樽バプテスト教会（岩波久⼀牧師） 
北海道⼩樽市奥沢 

問合せ：宣教部国内伝道室まで 
＊訪問先教会への問い合わせはお控えください。 


